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１． 令和７年度第１回川崎市地域公共交通会議運賃分科会について【報告事項】 

（長尾地区コミュニティ交通「あじさい号」の期間限定小児運賃の割引について） 

 

２．令和７年度第２回川崎市地域公共交通会議運賃分科会について【報告事項】  

（川崎区の一部におけるオンデマンド交通「のるーとKAWASAKI」の実証実験について） 

 

３．令和５年度生活交通改善事業評価について【報告事項】 
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  資 料 ３  令和５年度生活交通改善事業評価について 
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令和７年度第１回 

川崎市地域公共交通会議運賃分科会について 
 

長尾地区コミュニティ交通『あじさい号』の期間限定小児運賃の割引について協議を行い、委員の

過半数の賛成により、承認いたしました。 
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⻑尾地区コミュニティ交通「あじさい号」の期間限定⼩児運賃の割引について 

 

１ 概要 

この期間限定⼩児運賃割引は、⻑尾会館前バス停前に建設された分譲マンション⼊居者には若年層
が多く、⼩児の利⽤促進を図り、延いては家族の利⽤促進につなげること。そして、あじさい号が令和６年
１２⽉で運⾏１０周年を迎えることを記念し、「あじさい号運⾏１０周年記念 こども５０円キャンペー
ン」として、令和６年７〜８⽉の⼩学校夏休み期間中に初めて実施した。 
利⽤状況は、令和５年度の⽉間平均利⽤者は全体で6,234⼈、このうち⼩児は118⼈（8⽉は173
⼈）に対し、令和６年度は全体で6,963⼈、このうち⼩児は137⼈（8⽉は211⼈）となり、前年⽐で
は全体及び⼩児とも１割増となった。詳細は「３ 利⽤状況」を参照。 
 
 年間の収⽀決算では、令和５年度は運賃収⼊＋広告収⼊で若⼲の⿊字、令和６年度は運賃収⼊だ
けで⿊字になり安定運転が望めること、そして今後も⼩児が増えていくことから、「夏休みこども５０円キャン
ペーン」として、今後も継続することにした。 

 
【改定運賃期間】 

⼩学校の夏休み期間となる次の期間とする。 
   令和７年７⽉２２⽇(⽕)〜令和７年８⽉３０⽇(⼟)  運⾏は⽇曜・祝⽇を除く３４⽇ 

 
【⼩児運賃に関する事項】   

「夏休みこども５０円キャンペーン」 

・改定運賃 
 

上段︓現⾏ 左 ⼤⼈、（中央）中⾼⽣、右 ⼩児 
下段︓改定 左 ⼤⼈、（中央）中⾼⽣、右 ⼩児 

登⼾駅・のぼりとｽｲﾐﾝ
ｸﾞｸﾗﾌﾞ前 

  

長尾橋 
240 （200） 120 

  240 （200）  ５0 

 

⻑尾地区内 
240 （200） 120 260 （210） 130 

 240 （200）  ５0 260 （200）  ５0 

    久地駅 
240 （200） 120 260 （210） 130 260 （210） 130 

240 （200）  ５0 260 （210）  ５0 260 （210）  ５0 

※１歳以上6歳未満の幼児を同伴した場合は、大人1名につき1名まで無料 
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2 運⾏経路と便数 

  あじさい寺（多摩区⻑尾3丁目）と、JR久地駅及びJR登⼾駅（⼩⽥急登⼾駅）間を⽉曜から⼟曜
⽇までの週６⽇間運⾏している。ただし、祝祭⽇及び年末年始は運休。 
 
【運⾏経路図】 

 
【運⾏便数】 
 平⽇の運⾏時間帯︓６時半から２２時半     ５２便 
  ⼟曜の運⾏時間帯︓１０時半から１８時    ２２便 
 

経路 起 点 主な経由地 終 点 平⽇便数 ⼟曜便数 

N1 あじさい寺  ⻑尾会館前 久地駅 1０ 4 

N2 久地駅     ⻑尾会館前 あじさい寺 1３ 4 

N3 あじさい寺  ⻑尾会館前 登⼾駅 8 4 

N4 登⼾駅  ⻑尾会館前 あじさい寺 ５ 4 

N5 登⼾駅  延命地蔵尊前 久地駅 ７ 3 

N6 久地駅 延命地蔵尊前 登⼾駅 ４ 3 

N7 久地駅  延命地蔵尊前 久地駅 ５   
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３ 利⽤状況 

・平成２６年１２⽉の本格運⾏後、令和元年度が最⾼利⽤者数となるが、翌年度はコロナ感染で最少
利⽤者数となる。 

・その後回復し、令和５年度の利⽤者数は令和元年を１００％とすると１０４％に、収⽀決算では運賃
収⼊だけでは⾚字だったが、広告収⼊などで僅かではあるが運⾏後、初めての⿊字となった。 

・昨年度は、さらに増え令和元年の 115％に、収⽀決算では運賃収⼊だけで⿊字になった。（参考-1） 
また、⼩児利⽤者数も増えており、⻑尾会館前バス停のマンション⼊居者は若年層が多く、今後、幼児が
⼩学校に上がるとさらに⼩児利⽤者も増える⾒込み。（参考-2） 

 
  【参考-1︓あじさい号年度別⽉間利⽤者数の推移】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考-2︓⻑尾６丁目年齢別⼈⼝推移】 
・令和３年４⽉から「⻑尾会館前バス停」前の分譲マンション１期⼯事分（１０８⼾）⼊居開始、令和４年６⽉
からはマンション２期⼯事分（ ５０⼾）⼊居開始、令和５年１２⽉にはほぼ完売。 
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４ 利⽤促進の取組 

・⻑尾⼭妙楽寺のあじさい鑑賞時期に合わせ、あじさい号の時刻表、アクセス⽅法等及び「あじさいさいまつ
り」臨時運⾏を記載したチラシを区役所、駅の⾏政サービスコーナ―及び近隣の企業、マンションに配架し
た。 

・あじさい号が⾞両故障で運休になった場合は、直ちにバス利⽤者に情報提供できるように、バス事業者と
協議会とが連携し Twitter アプリで「あじさい号運⾏状況」を⽴ち上げた。 

・利⽤者はスマホなどでバス停に貼ってある QR コードにアクセスすると運⾏状況が確認できる。 
・⼤学と連携した地域住⺠へのアンケートによる利⽤状況調査の実施 
・「あじさい号運⾏１０周年こども５０円キャンペーン」の他に「定期券導⼊」「回数券ポイント特典」等の利
⽤促進も検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年６⽉ ⻑尾⼭妙楽寺あじさい鑑賞チラシ        令和６年７⽉ 夏休みこども５０円キャンペーンチラシ 
 

５ 変更に関する調整状況   

令和７年３⽉下旬  「あじさい号協議会」においてキャンペーン実施を計画 
令和７年４⽉下旬   交通事業者である㈱⾼橋商事が計画に合意 （三者会議）  

同⽇   住⺠・利⽤者への意⾒徴収（あじさい協議会の会⻑・副会⻑） 
令和 7 年５⽉上旬  業界団体への事業者説明（バス協会・タクシー協会） 
 

 



道路運送法第９条第５項における意見徴収について 

 

 あじさい号（夏休み こども割引）の設定にあたり、道路運送法第９条第５項に基づ

き下記の意見徴収を実施しました。 

 

実施期間 徴収先 御意見の概要 

R7.4.25 住民、利用者の方々 意見なし 

R7.4.28 交通事業者の方々 昨年度と同様のイベントなので特に意見なし 

 

以上 



 

 

 

令和７年度第２回 

川崎市地域公共交通会議運賃分科会について 
 

川崎区オンデマンド交通『のるーとKAWASAKI』の実証実験運賃について協議を行い、委員の過

半数の賛成により、承認いたしました。 

 

   

 



資料 02 

川崎区オンデマンド交通「のるーと KAWASAKI」の実証実験について 

１．令和7 年度「のるーとＫＡＷＡＳＡＫＩ」実証実験運⾏概要 

「のるーとＫＡＷＡＳＡＫＩ」は、川崎市臨海部横断軸を意識した運行により市民の方々の交通

手段の拡張することおよび、バス運転士不足の深刻化により路線バスでは対応できない移動ニーズ

に対応することを目的に運行を目指すオンデマンド交通である。 

 

 ＜運行計画概要＞ 

 ・運行主体：川崎鶴見臨港バス株式会社（一般乗合） 

 ・運行形態：予約による乗合送迎サービス 

 ・運行期間：令和７年１０月１日（水）～令和８年３月３１日（火） 

 ・運 行 日：日曜日を除く毎日 

       （ただし、２０２５年１２月３０日（火）～２０２６年１月３日（土）は運休） 

 ・運行時間：８時００分～１９時００分 

 ・運行台数：1～２台 

 ・運  賃：大人５００円、小児２５０円 

 ・予約方法：専用スマートフォンアプリ、ＬＩＮＥ、電話、のるーとダッシュ 

 ・運行車両：ワゴン車タイプ（乗車定員８名） 

 ※7/4時点での計画であり、内容に変更が生じる場合がございます。 

  

 

 

 

 

 

 

 
図１ 運行エリア 

図２ 運行車両 
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【参考】令和6 年度「のるーとKAWASAKI」実証実験運⾏の結果について  

・令和６年１０月１日(火)～令和7年１月３１日(金)の平日、土曜の計１００日間運行。 

・運行時間は８時００分～１９時００分、運行台数は２台、運賃は大人５００円・小児２５０

円。 

・予約受付は５日前から乗車直前まで、専用アプリまたはＬＩＮＥで予約。 

・運行エリアは今年度運行予定エリアと同様。 

（南北約４キロメートル、東西約２キロメートル四方） 

・運行期間中の予約システム登録者数は２１９名、のべ１，１８３名の乗車があった。なお、

１日平均乗車人数は１１．８名、最大乗車人数は１１月２０日(水)の３１名であった。 

・利用登録者は年代別では、３０代～５０代の利用者が７割強を占め、６０代以上の利用者は

全体の1割程度であった。 

・男女別で見ると２０代を除く全世代で女性利用者の登録者数が多い結果となった。 

・予約方法は全体の7割程度がＬＩＮＥからの予約となり、次いでアプリからの予約であった。 

・図３のＯＤ図を見ると、⑧川崎信用金庫出来野出張所～㉖川崎市立川病院の利用が突出して

いる他はエリア全体で利用が見られ、エリア内の移動ニーズが確認できた。 

 

 
図３ 全期間全曜日のＯＤ図（令和６年度） 



道路運送法第９条第５項における意見徴収について 

 

のるーとKAWASAKIの利用料金の設定にあたり、道路運送法第９条第５項に基づき下記の意見徴

収を実施しました。 

 

実施期間 聴取先 御意見の概要 

R7.7.4  

 

住民、利用者の方  々 ・運賃500円については、タクシーと比較すると

妥当であると考える。 

 

R7.6.30 

R7.7.7 

 

交通事業者の方  々 ・特に料金について意見はない。 

 

 

 

 

以上 

 



 

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業） 

令和７年 1 月３１日  

協議会名：川崎市地域公共交通会議分科会     

評価対象事業名：地域公共交通バリア解消促進等事業（バリアフリー化設備等整備事業） 

 

①補助対象事業者等 ②事業概要 
③前回（又は類似事業）の事業

評価結果の反映状況 
④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況 

⑥事業の今後の改善点 

（特記事項を含む） 

向ヶ丘交通㈱イースタン 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

C 
事業は計画通り実施されな

かった。 
C 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを１台導

入する計画であったが、社

内事業計画の見直しにより

達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続き

導入を検討する。 

高砂交通㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを２台導

入し、車いす利用者等の移

動の円滑化・利便性の一層

の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

東栄興業㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを２台導

入し、車いす利用者等の移

動の円滑化・利便性の一層

の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

明生タクシー㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを３台導

入し、車いす利用者等の移

動の円滑化・利便性の一層

の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

多摩田園タクシー㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを３台導

入し、車いす利用者等の移

動の円滑化・利便性の一層

の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 
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八重洲タクシー㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを３台導

入し、車いす利用者等の移

動の円滑化・利便性の一層

の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

今井運送㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを４台導

入し、車いす利用者等の移

動の円滑化・利便性の一層

の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

新興タクシー㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを４台導

入し、車いす利用者等の移

動の円滑化・利便性の一層

の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

富士電物流㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画を上回り適切に

実施された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを５台導

入する計画であったが、７

台を導入し、車いす利用者

等の移動の円滑化・利便性

の一層の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

ワールド交通㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

B 
一部事業は計画通り実施さ

れなかった。 
B 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを５台導

入する計画であったが、社

内事業計画の見直しにより

４台の導入にとどまり、目標

は達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続

き導入を検討する。 

川崎タクシー㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画を上回り適切に

実施された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを７台導

入する計画であったが、８

台を導入し、車いす利用者

等の移動の円滑化・利便性

の一層の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利

用者の移動の円滑化・利便性

の向上に向けて、引き続き導

入を検討する。 
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ひまわり交通㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

C 
事業は計画通り実施されな

かった。 
C 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを１０台

導入する計画であったが、

社内事業計画の見直しによ

り達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続

き導入を検討する。 

コスモ交通㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを１０台

導入し、車いす利用者等の

移動の円滑化・利便性の一

層の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

京浜交通㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを１０台

導入し、車いす利用者等の

移動の円滑化・利便性の一

層の向上が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

平和交通㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

B 
一部事業は計画通り実施さ

れなかった。 
B 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを１１台

導入する計画であったが、

社内事業計画の見直しによ

り５台の導入にとどまり、目

標は達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続

き導入を検討する。 

日本交通横浜㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

B 
一部事業は計画通り実施さ

れなかった。 
B 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを２５台

導入する計画であったが、

社内事業計画の見直しによ

り１１台の導入にとどまり、

目標は達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続

き導入を検討する。 

神奈川都市交通㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

C 
事業は計画通り実施されな

かった。 
C 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを３０台

導入する計画であったが、

社内事業計画の見直しによ

り達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続

き導入を検討する。 
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飛鳥交通川崎㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 

当初、事業の計画を策定し

なかったが、導入を実施し

た。 

A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを導入

する計画がなかったが、２

台を導入し、車いす利用者

等の移動の円滑化・利便性

の一層の向上が図られた。 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上に向けて、引き続き

導入を検討する。 

㈱セブン 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 

当初、事業の計画を策定し

なかったが、導入を実施し

た。 

A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを導入

する計画がなかったが、２

台を導入し、車いす利用者

等の移動の円滑化・利便性

の一層の向上が図られた。 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上に向けて、引き続き

導入を検討する。 

生田交通㈱ 
ユニバーサルデザインタクシー 

（スロープ車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 

当初、事業の計画を策定し

なかったが、導入を実施し

た。 

A 

令和５年度は、ユニバーサ

ルデザインタクシーを導入

する計画がなかったが、１

台を導入し、車いす利用者

等の移動の円滑化・利便性

の一層の向上が図られた。 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上に向けて、引き続き

導入を検討する。 

日本交通横浜㈱ 
福祉タクシー（リフト付き車両）

の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、福祉タクシ

ー（リフト付車両）を１台導入 

し、車いす利用者等の移動

の 円滑化・利便性の一層

の向上 が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

ワールド交通㈱ 
福祉タクシー（リフト付き車両）

の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 

当初、事業の計画を策定し

なかったが、導入を実施し

た。 

A 

令和５年度は、福祉タクシ

ー（リフト付車両）を導入す

る計画がなかったが、５台を

導入し、車いす利用者等の

移動の円滑化・利便性の一

層の向上が図られた。 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上に向けて、引き続き

導入を検討する。 

富士電物流㈱ 
福祉タクシー（リフト付き車両）

の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 

当初、事業の計画を策定し

なかったが、導入を実施し

た。 

A 

令和５年度は、福祉タクシ

ー（リフト付車両）を導入す

る計画がなかったが、３台を

導入し、車いす利用者等の

移動の円滑化・利便性の一

層の向上が図られた。 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上に向けて、引き続き

導入を検討する。 
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ひまわり交通㈱ 
福祉タクシー（リフト付き以外の

車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画を上回り適切に

実施された。 
A 

令和５年度は、福祉タクシ

ー（リフト付以外の車両）を２

台導入する計画であった

が、福祉タクシー（リフト付

車両）を２台導入し、車いす

利用者等の移動の円滑化・

利便性の一層の向上が図

られた。 

目標が達成されたことから、利

用者の移動の円滑化・利便性

の向上に向けて、引き続き導

入を検討する。 

㈱セブン 
福祉タクシー（リフト付き以外の

車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

C 
事業は計画通り実施されな

かった。 
C 

令和５年度は、福祉タクシ

ー（リフト付以外の車両）を２

台導入する計画であった

が、社内事業計画の見直し

により達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続

き導入を検討する。 

東栄興業㈱ 
福祉タクシー（リフト付き以外の

車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

A 
事業は計画通り適切に実施

された。 
A 

令和５年度は、福祉タクシ

ー（リフト付以外の車両）を２

台導入 し、車いす利用者等

の移動の 円滑化・利便性

の一層の向上 が図られた。 

目標が達成されたことから、利
用者の移動の円滑化・利便性
の向上に向けて、引き続き導
入を検討する。 

川崎交通産業㈱ 
福祉タクシー（リフト付き以外の

車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

C 
事業は計画通り実施されな

かった。 
C 

令和５年度は、福祉タクシ

ー（リフト付以外の車両）を３

台導入する計画であった

が、社内事業計画の見直し

により達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続

き導入を検討する。 

高砂交通㈱ 
福祉タクシー（リフト付き以外の

車両）の導入 

利用者の移動の円滑化・利便

性の向上を図るため、導入計

画を策定した。 

C 
事業は計画通り実施されな

かった。 
C 

令和５年度は、福祉タクシ

ー（リフト付以外の車両）を１

台導入する計画であった

が、社内事業計画の見直し

により達成できなかった。 

目標が達成されなかったことか

ら、利用者の移動の円滑化・利

便性の向上に向けて、引き続

き導入を検討する。 
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